
社 会 資 本 総 合 整 備 計 画 書
（ 愛知県 瀬戸市 ）

平成30年3月

（第2回変更）



1 都市機能の集約と充実による、安心・安全で住みやすいまちづくり ○
平成26年度　～　平成30年度　（5年間） 瀬戸市

・計画区域内の人口数28,262人（H24）から28,560人（H30）に増加
・市民アンケートにおける「車で市内をスムーズに移動できる」「公共交通機関利用で移動に不自由がない」という評価をしている市民の割合44.9%（H24）から50%（H30）に増加
・地域交流センター及び公民館で実施される生涯学習講座の市民参加人数476人（H24）から526人（H30) に増加
・市民アンケートでの「大変住みやすい」「どちらかというと住みやすい」と評価している市民の割合75.4%（H23）から80%（H30）に増加
・名鉄水野駅周辺で違法に駐輪されている自転車の数を0台（H30）に減少

（H26当初） （H28末） （H30末）

計画区域内の人口数を調査する。

市民アンケートにおける、 「車で市内をスムーズに移動できる」「公共交通機関利用で移動に不自由がない」という評価している

市民の割合を調査する。

地域交流センター及び公民館で実施される生涯学習講座の市民参加人数を調査する

市民アンケートにおける「大変住みやすい」「どちらかというと住みやすい」と評価している市民の割合を調査する

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

1-A-1 都市再生 一般 瀬戸市 直接 2,700

合計 2,700

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

1-C-1 施設整備 一般 瀬戸市 直接 児童遊園等環境整備事業 瀬戸市 8

1-C-2 施設整備 一般 瀬戸市 直接 施設設備の更新と安全対策 瀬戸市 85

1-C-3 施設整備 一般 瀬戸市 直接 施設設備の更新及び安全対策 瀬戸市 28

1-C-4 施設整備 一般 瀬戸市 直接 瀬戸サイト跡地活用事業 瀬戸市 22

1-C-5 施設整備 一般 瀬戸市 直接 文化センター施設整備事業 施設設備の更新と安全対策 瀬戸市 220

1-C-6 調査計画 一般 瀬戸市 直接 バリアフリー基本構想作成事業 基本構想作成 瀬戸市 5

1-C-7 調査計画 一般 瀬戸市 直接 都市の機能集約方針に関する検討調査 立地適正化計画策定 瀬戸市 8
合計 376

番号 備考

1-C-1 A-1と一体的に実施することで、子ども達が安全・安心に遊ぶことが出来る居住環境の確保とまちなか居住の促進を図る。

1-C-2 A-1と一体的に実施することで、中心拠点区域内の福祉サービス機能の集約と機能向上により、まちなか居住の促進を図る。

1-C-3 A-1と一体的に実施することで、中心拠点区域内の行政サービス機能の集約と機能向上により、まちなか居住の促進を図る。

1-C-4 A-1と一体的に実施することで、既存ストック施設の有効活用と合わせ、尾張瀬戸駅周辺地域の観光交流による賑わいの創出に寄与する。

1-C-5 A-1と一体的に実施することで、既存ストック施設の機能向上と合わせ、尾張瀬戸駅周辺地域の観光交流による賑わいの創出に寄与する。

1-C-6 A-1と一体的に実施することで、移動しやすく住みやすいまちづくりの促進を図る。

1-C-7 A-1と一体的に実施することで、中心市街地への都市機能の集約を進め、移動しやすく住みやすいまちづくりの促進を図る。

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

1-Ｄ1

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

瀬戸市

瀬戸市

瀬戸市

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名

瀬戸市

福祉保健センター（やすらぎ会館）
施設整備事業

図書館施設安全安心対策事業

既存施設の利活用、地場産業の情報
発信施設整備

瀬戸市 児童遊園の遊具更新

瀬戸市

28,262人 28,400人 28,560人

476人

44.9% 47.5%

13.9%

費用便益比市町村名 全体事業費
（百万円）

50.0%

500人 526人

Ｄ ０百万円
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

75.4% 77.5% 80.0%

Ｂ全体事業費

費用便益比

番号

番号

瀬戸市

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

瀬戸市
地区面積314ha
公立病院、保育施設、駅前広場　等

事業者
要素となる事業名

瀬戸まちなか地区都市再生整備計画事業
（地方都市リノベーション事業）

Ｃ    3,076百万円 Ａ 2,700百万円 ０百万円

名鉄水野駅周辺で違法に駐輪されている自転車の数を調査する
40台/日 - 0台/日

瀬戸市

（参考様式２）社会資本総合整備計画
計画の名称
計画の期間 交付対象

まちなか地区の多様な都市機能の集約と充実により、安心・安全で住みやすい都市を形成する。
　○中心市街地における都市機能の集約と充実
　○移動しやすく住みやすい街づくり
　○安心・安全な環境整備

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

計画の目標

重点配分対象の該当

平成30年3月16日

（事業箇所）

376百万円

交付対象事業



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。

0 31

H27 H28

不用額
（h = c+d-e-f）

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0

0

交付額
（c=a+b）

412.5

計画別流用
増△減額
（b）

0 00

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

400

前年度からの繰越額
（d）

支払済額
（e）

翌年度繰越額
（f）

31 0 0

うち未契約繰越額
（g）

349.5

318.5 443.5 400

0 0

0.0% 0.0% 0.0%

0 0 0

H30

配分額
（a）

412.5 400

H29

349.5

H26



（参考図面）市街地整備

計画の名称 1 都市機能の集約と充実による、安心・安全で住みやすいまちづくり

計画の期間 平成26年度　～　平成30年度　（5年間） 愛知県、瀬戸市交付対象

0 1000

瀬戸市役所前駅
パルティせと

尾張瀬戸駅
瀬戸蔵

1-C-1 児童遊園等環境整備事業

瀬戸市

駅
新瀬戸駅

瀬戸市役所

1-C-3 図書館施設安全安心対策事業

1-C-2 福祉保険センター（やすらぎ会館）施設整備事業 1-C-4 瀬戸サイト跡地活用事業 1-C-5 文化センター施設整備事業

1-A-1 瀬戸まちなか地区都市再生整備計画事業
（地方都市リノベーション事業） （314ha)

1-C-6 バリアフリー基本構想作成事業
1-C-7 都市の機能集約方針に関する検討調査


